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有価証券報告書の訂正報告書の提出に関するお知らせ 

 当社が平成28年６月29日に提出いたしました第91期（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31

日）有価証券報告書の記載事項の一部に下記のとおり訂正すべき事項がありましたので、平成29年６月

23日付で有価証券報告書の訂正報告書を関東財務局に提出いたしましたことを、お知らせいたします。 

記 

１．訂正の理由 

税効果会計関係の注記において、繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳として記載した「無形固

定資産」、「投資有価証券評価損」、「貸倒引当金」、「その他」と繰延税金資産から控除した「評

価性引当額」の金額の記載に誤りがありました。また、この誤りの訂正に伴い、「繰越欠損金」の金

額の重要性が増したため、第91期より独立掲記する必要が生じました。これらを訂正するため、有価

証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。 

２．訂正対象の有価証券報告書 

第91期（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）有価証券報告書 

３．訂正箇所 

訂正箇所は  を付して表示しております。

なお、本件訂正による過年度の資産、負債、純資産の総額及び損益への影響はございません。
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第91期（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）有価証券報告書 

第一部【企業情報】 

第５【経理の状況】 

１【連結財務諸表等】 

（１）【連結財務諸表】 

【注記事項】 

（税効果会計関係） 

（訂正前） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

前連結会計年度 当連結会計年度 

（平成27年３月31日） （平成28年３月31日） 

繰延税金資産 

未実現利益 1,772百万円 1,529百万円

無形固定資産 5,039 4,805 

投資有価証券評価損 1,277 23,275 

貸倒引当金 139 12,814 

賞与引当金 2,037 1,935 

退職給付に係る負債 9,848 10,888 

その他 7,583 3,538 

繰延税金資産小計 27,699 58,787 

評価性引当額 △4,879 △36,646 

繰延税金資産合計 22,819 22,141 

繰延税金負債 

固定資産圧縮積立金 △373 △246 

その他有価証券評価差額金 △703 △630 

その他 △2,364 △2,970 

繰延税金負債合計 △3,441 △3,847 

繰延税金資産の純額 19,378 18,294 

２．３．＜省略＞ 

（訂正後） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

前連結会計年度 当連結会計年度 

（平成27年３月31日） （平成28年３月31日） 

繰延税金資産 

未実現利益 1,772百万円 1,529百万円

無形固定資産 5,039 27,255 

賞与引当金 2,037 1,935 

退職給付に係る負債 9,848 10,888 

繰越欠損金 4,015 9,566 

その他 4,984 7,834 

繰延税金資産小計 27,699 59,010 

評価性引当額 △4,879 △36,869 

繰延税金資産合計 22,819 22,141 

繰延税金負債 

固定資産圧縮積立金 △373 △246 

その他有価証券評価差額金 △703 △630 

その他 △2,364 △2,970 

繰延税金負債合計 △3,441 △3,847 

繰延税金資産の純額 19,378 18,294 
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（表示方法の変更） 

前連結会計年度において、繰延税金資産の「その他」に含めておりました「繰越欠損金」は、重

要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映

させるため、前連結会計年度の注記の組替えを行っております。 

この結果、繰延税金資産の「その他」に表示していた40億15百万円は、「繰越欠損金」として組

み替えております。 

２．３．＜省略＞ 

― 以 上 ― 
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